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本原則の序文
私たち機関投資家には、受益者のために長期的視点に立ち、最大限の利益を追求する義務があります。この受託者の役割において、
（ある程度の会社間、 業種間、地域間、資産クラス間、そして時代毎の違いはあるものの）環境、社会、コーポレート・ガバナン
ス（ESG）の課題が投資ポートフォリオのパフォーマンスに影響する可能性があると考えます。また、本原則を採用することにより、
投資家がより広範な社会の目的を達成できることも認識しています。したがって、受託者責任と一貫することを条件に、私たち
は以下に取り組みます。

6 つの原則

私たちは、投資分析と意思決定のプロセスに
ESGの課題を組み込みます1
私たちは、活動的な所有者となり、所有方針
と所有習慣にESG課題を組み入れます2
私たちは、投資対象の主体に対してESGの課
題について適切な開示を求めます3
私たちは、資産運用業界において本原則が受
け入れられ、実行に移されるように働きかけ
を行います

4
私たちは、本原則を実行する際の効果を高め
るために、協働します5
私たちは、本原則の実行に関する活動状況や
進捗状況に関して報告します6

PRIのミッション
私たちは経済的に効率の良い、持続可能な国際金融システムが長期的な価値の創出に必要であると考えています。こうしたシス
テムは、長期的な責任投資に報い、環境や社会全体に利益をもたらします。

PRIは、本原則の採用およびその実施の協働を奨励すること、優良なガバナンス、誠実性、説明責任を促進すること、市場の慣行、
構造および規制の中に存在する持続可能な金融システムにとっての障害に対応することにより、この持続可能な国際金融システ
ムの達成に尽力します。

本報告書に含まれる情報は、情報提供のみを目的としており、投資、法務、税務その他のアドバイスを意図しているわけではなく、また投資その他の決定の根拠としていただくことを意図して
いるわけでもありません。著者および発行者は、法務、経済、投資、または専門的な問題やサービスに関するアドバイスを提供しないことを理解していただいた上で、本報告書を提供していま
す。PRI Associationは、本報告書が参照しているウェブサイトのコンテンツおよび情報リソースについて責任を負いません。これらのサイトへのアクセスの提供、当該情報資源の提供により、
それらに含まれる情報を PRI Associationが支持しているとみなしてはなりません。別途明示的な記載がある場合を除き、本報告書で表現される意見、推奨、所見、解釈、結論は、本報告書の様々
な協力者のものであり、必ずしも PRI Associationまたは責任投資原則の署名機関の見解であるとは限りません（部分的であれ、全体としてであれ）。本報告書の表紙または内部で言及されてい
る他の組織が、本報告書に記載されている結論を支持または同意していると推測するべきではありません。企業の例を挙げている場合、または外部の貢献者（PRI署名機関を含む）によるケー
ス・スタディが記載されている場合、いかなる点でも、PRI Associationまたは責任投資原則の署名機関がそれらの組織を保証しているとは解釈されません。外部の貢献者によって提供されたコ
ンテンツの正確性は、当該貢献者の責任となります。本報告書に含まれる情報は信頼できる最新の情報源から取得するよう努力していますが、統計、法律、規則、規制には変化する性質がある
ため、本報告書に含まれる情報には遅延、脱落、不正確性が生じる場合があります。PRI Associationは本報告書に含まれる情報の間違い、脱落、それに基づいて行った意思決定または行動、あ
るいは当該意思決定または行動により生じた、またはそれらを原因とする損失または損害について責任を負いません。本報告書に含まれるすべての情報は「現状有姿」で提供され、完全性、正
確性、適時性またはこの情報の使用から得られた結果について一切保証せず、あらゆる種類の明示的、黙示的な保証をしません。

免責事項
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序文
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外部の状況
この戦略は、COVID-19 の感染拡大、環境問題、拡大する社会
の不平等という、複数の相互に関連した危機が存在する状況
で開始されます。パンデミックは経済の混乱をもたらしたに
もかかわらず、民間セクターは、多くの政府や規制当局と共に、
継続して持続可能性の課題に力を注いでいます。ESG活動へ
のコミットメントは高まる一方です。それと同時に、人権侵害、
気候変動、不平等な社会構造などの問題は、経済のパフォー
マンス、投資家のポートフォリオ、その顧客や受益者が住む
世界の長期的なパフォーマンスを深刻に脅かしていることが、
より認識されるようになっています。 

PRIのミッション、ビジョン、ポジショニング
責任投資原則と私たちのミッションの達成は、これまで以上
に関連性があり、必要性も増しています。2017年に設定された、
今後 10 年間の責任投資のビジョンの枠組みのもと、PRIの新
たな 3カ年の戦略計画（2021-24）は、PRIの独特な役割と署
名機関の基盤、そして私たちが世界最大の責任投資を推進す
る組織であるという独自の強みに基づき、こうした状況への
意欲的な対応を定めています。PRIは、この野心を実現する強
力な立場にあります。前回の戦略期間は、署名機関による懸
命な努力と成果のおかげで、責任投資に関する行動目標の多
くは継続して目標水準を上回り、署名機関数も一貫して増加
しています。 

金融リスク、機会、実社会のアウトカム（成果）を結ぶ
架け橋の構築
ESGの組み入れおよびスチュワードシップは、私たちの中核
となる事業であり、今後 3年間の取り組みで継続して注力す
る主要ポイントです。私たちは、署名機関による ESG課題の
組み入れを引き続き支援し、ESGの組み入れを可能にする環
境に貢献し続けます。署名機関は、自らの投資活動が形成に
貢献する実社会の持続可能なアウトカムは、自分たちが直面
する金融リスクに返ってくることを、より認識するようになっ
ています。そのため、金融リスク、機会、実社会のアウトカ
ムをつなぐ架け橋の構築は、この戦略の重要な要素となりま
す。PRIは今後 3年間、署名機関が、社会における投資家とし
てのより広範な役割および受託者としての義務に基づきなが
ら、これらは実際にはどういうことなのか、どのように取り
込み、成果をどのように測定するか、を理解するよう支援し
ていきます。 

序文

包括的なアプローチ
私たちは、包括性（Big Tent）を維持することを選択しています。
これはすなわち、サイズ、規模、地域を問わず、すべてのタ
イプの署名機関に開かれた、責任投資を推進する共通の野心
と 6原則や PRIのミッションへのコミットメントを有する組
織であるということです。責任投資を主導する機関を認識し、
共に取り組むことは大切ですが、新たに責任投資に取り組む
署名機関と協働することも非常に重要です。広範であるとい
うことは、PRIとその署名機関がインベストメント・チェーン
全体を代表し、協働行動を通じて主流に影響を与えられると
いうことです。署名機関が、お互いの革新や最良慣行を学び、
協力することを可能にします。また、広範さは、私たちが政
策立案者と関与する正当性と信頼性を手にすることも意味し
ます。 

PRI独自の強み 
PRIは、投資家の、投資家による、投資家のための組織です。
投資家の視点は、私たちの行動のすべてを支えています。ミッ
ション主導で、署名機関を基盤とした構造は、私たちが常に
ミッションと署名機関の目標やニーズに即して行動すること
を確実にします。必要に応じて他の組織の専門知識を利用し、
広範囲をサービスの対象とします。国連のサポートを受ける
組織として、私たちは、特に姉妹組織である UNEP FIや国連
グローバル・コンパクトとの連携を通じて、持続可能性に関
する課題に取り組むため、投資家の声や視点を国連フォーラ
ムに提示することが可能であり、また、そうする責任を担い
ます。 

PRIのグローバルな規模と多様性
PRIは世界最大の責任投資を推進する組織です。署名機関は、
その規模や多様性において独特で、この戦略を開始する時点
で 4,000 程度である署名機関は、戦略終了時点では 6,000 を超
えることが予想されます。PRIの署名機関は、アセット・オー
ナー、運用会社、サービス・プロバイダ、そしてさまざまな
規制や市場構造にわたります。原則に署名した機関は現在、
投資業界のメインストリームの全体にわたり代表的な存在と
なっています。 

今では、規制や文化の異なる 80 カ国以上にわたり署名機関が
存在します。PRIはグローバルな組織ですが、現地の人材やパー
トナーシップを通じて、こうした地域の多様性を理解し、反
映する必要があります。

私たちの規模と多様性は、署名機関や利害関係者のネットワー
クを基盤にした膨大な知識ベースを利用し、協力し、より広
範に影響を与える機会を提供します。
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イニシアティブ
私たちは、今後も、「責任投資のビジョン」に掲げられた行動
領域に沿って活動を構築していきます。今回の期間の活動は、
ビジョンに示されたテーマである、責任ある投資家、持続可
能な市場、すべての人々のための真の豊かな世界に関する 22
の主要なイニシアティブからなります。これらのイニシアティ
ブは、キャパシティ・ビルディングと教育、コラボレーショ
ンの招集と強化、投資慣行における規範への影響、システム
への影響を通して提供されます。ESG課題の優先事項に沿う
形で、気候変動と人権が最優先となります。 

成功とは
PRIは、集団的行動のための強力な手段であり、私たちは、金
融リスク、機会、実社会のアウトカムをつなぐ架け橋の構築
を支援したいと考えています。この戦略で定めたビジョンが
成功すれば、投資家が実体経済や受益者が生活し老後を迎え
る世界に与える影響を考慮して投資判断を行う姿勢が、2024
年までに見られるようになると期待しています。ESGは、主
要な市場の金融政策や規制に統合され、インパクト投資のた
めの法的枠組みも、複数の市場で整備されるでしょう。主導
的な金融システムは、インセンティブ、行動、政策を持続可
能性と整合させていきます。投資家は、投資活動において、
国際的な人権の枠組みを利用し、1.5℃経路に沿って、2050 年
までにネット・ゼロという目標に向けて努力します。投資家
や企業向けのグローバルな持続可能な報告システムも進展す
るでしょう。

これは、野心的なビジョンですが、私たちが共に達成するの
に適したビジョンです。

多様性への対応
多様な署名機関の基盤には、多様な対応が求められており、
PRIは、各署名機関がそれぞれの方法で成長することを支援し
ます。すべてに当てはまる一つのアプローチは存在しません。
個別の資産クラスの入門ガイドから、戦略的整合のためのツー
ル、最も先進的な署名機関にはリーダーシップ・プログラム
に至るまで、署名機関の基盤の責任投資への道のりのあらゆ
る段階で、私たちはサポートを提供します。この戦略により
生み出される作業の各要素が、すべての署名機関に関連する
わけではありませんが、全員が各自の慣行を進化させるため
に役立つ何かを見つけることができます。

規模の活用
私たちは、拡大する署名機関の基盤に対応するために必要な
能力をつけていきます。デジタルの運用能力を高め、主な地
域での現地での存在感を増すことでグローバル・プレゼンス
を強化し、持続可能で強靭な金融モデルを維持し、質の高い
チームの採用、維持、育成を継続して確実に行っていきます。

説明責任の強化
説明責任は、責任投資の進展継続の確保および PRIの署名機
関であることの信頼性の維持に不可欠です。そのため、私た
ちは、レポーティング・フレームワークや最低要件のさらな
る強化などを通じ、原則に関する説明責任の強化を継続して
行っています。私たちは、包括性のある機関として、署名機
関はそれぞれに異なる状況から着手することを認識している
ため、基準を改善させていきながらも、責任投資への道のり
を開始したばかり、または遅れをとっている署名機関とのエ
ンゲージメントも行っていきます。また、現在試験的に運用
している新たなレポーティング・フレームワークについても
完成させていきます。この枠組みは、回答が必須なコア・モ
ジュールと、任意のプラス・モジュールで構成され、署名機
関がそれぞれの関心や義務に合わせた対応ができるように
なっています。

リーダーシップ
リーダーシップに関する私たちの活動は、これまで以上に関
連性が高まっています。署名機関は、他者から学ぶ機会、そ
して各自のエクセレンスを認めてもらうことに価値を見出し
ます。私たちは、この戦略期間にわたり、主要な投資慣行の
認識を推進し、それに向けての支援を拡大していきます。リー
ダーズ・グループを通じて、責任投資の最先端にいる署名機
関を引き続き紹介し、PRIアワードで、個々のエクセレンスを
認めていきます。また、ESGの組み入れやスチュワードシッ
プに関する特定のリーダーシップ行動を推進することに焦点
をあてた一連のイニシアティブなど、リーダーシップを称え
る新たな方法を導入することも計画しています。
 

署名機関は、自らの投資活動を通じ
て実社会におけるサステナビリティ・
アウトカムを形成することに貢献す
ることは、自分たちが直面する金融
リスクに返ってくることを、より認
識するようになっています。そのた
め、金融リスク、機会、実社会のア
ウトカムをつなぐ架け橋の構築は、
この戦略の重要な要素となります。
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私たちが目指す変化：責任投資のビジョン
 
 
 
 
この戦略の包括的な枠組みは、PRIの 10 年ビジョンである責任投資のためのビジョン（Blueprint）であり、2016 年の設立 10 周
年を受けて策定されました。私たちは、それまでの進捗をレビューするために一連のイニシアティブを実施し、署名機関と広く
協議し、PRIおよび責任ある幅広い投資コミュニティが今後 10 年間にどのような進展をとげるべきかについて、野心的かつ達成
可能なビジョンを作成しました。

2017 年に発表されたビジョンでは、気候変動から、より持続可能な金融システムへの障壁まで、今日の世界で最も差し迫った
ESG課題の一部に取り組むために、以下の行動分野が定められています。これにより、投資家のマンデートに沿って、持続可能
な開発目標（SDGs）に焦点を当て、投資コミュニティが実社会で持続可能なアウトカムにどのように貢献できるかについての議
論が行われるようになりました。

3年ごとの戦略は、ビジョンの目標の推進を目指しており、PRIは継続して、この枠組みのもとで活動を構成しています。 

10 年ビジョンのテーマ

責任ある投資家

私たちは、責任ある投資家が長
期的な価値を追求する際に主導
的な役割を果たし、インベスト
メント・チェーン全体の整合性
を高めるため、私たちの中核的
な業務を強化、深化および拡大
します。

 ■ アセット・オーナーの
影響力の強化

 ■ 投資家による ESG課題
の組み入れの支援

 ■ アクティブ・オーナー
のコミュニティを育成

 ■ リーダーシップの紹介
および説明責任の強化

 ■ 責任ある投資家への啓
蒙活動

ビジョンの実現に必要な変化
 ■ 金融市場での ESG要因の価格改善
 ■ 将来の ESGリスクとリターンの見通しを反
映するための資本変更のコストと可用性

 ■ 企業の変化を追求する投資家

持続可能な市場

私たちは、責任ある投資家およ
び受益者が必要とする、経済効
率を有する持続可能なグローバ
ルな金融システムを達成するた
め、投資家が活動する市場の持
続不可能な側面に対処していき
ます。

 ■ 持続可能な金融システ
ムへの障壁に挑む

 ■ 市場全体で意味のある
データを普及

ビジョンの実現に必要な変化
 ■ 持続可能なアウトカムに整合させるための、
企業による各社の商品、ガバナンス、慣行
の変更

 ■ 政府の政策および市場構造の持続可能な結
果への整合

 ■ 金融システムのその他の当事者による、持
続可能なアウトカムの組み入れおよび整合
化

すべての人々の 
ための真の豊かな
世界

私たちは、署名機関に対して、
必要なツール、枠組みおよびガ
イダンスを提供することによ
り、彼らが実社会のアウトカム
を投資プロセスに組み込めるよ
うにします。

 ■ 気候変動対策の推進
 ■ SDGsが実現される世
界を目指す

ビジョンの実現に必要な変化
 ■ プラネタリー・バウンダリーで機能する 
経済

 ■ 包括的な社会

https://www.unpri.org/download?ac=5330
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包括性 (Big Tent) 説明責任 拡張性
私たちは、世界の署名機関の多様性を歓迎
します。多様性は私たちを強くしてくれま
す。私たちは、すべての人への価値の提供
を目指しています。

説明責任は、署名機関の信頼性のために不
可欠であり、進展を促します。

規模は、署名機関の責任投資の努力や影響
を拡大します。私たちは、署名機関が大き
な規模で学び、協力することを支援します。 

署名機関の支援 人々の支援 財政管理 ガバナンス
 ■ グローバルな活動プレゼンスの拡大
 ■ デジタル・トランスフォーメーション
 ■ 署名機関のエンゲージメントの深化

 ■ パンデミック後の働き方
 ■ 多様性と包括性
 ■ プロフェッショナル育成
 ■ 採用と雇用維持

 ■ 手数料に関する署名機関の確実
性

 ■ 十分な留保金
 ■ 財務面の強固な監督

 ■ 選出された代表による理事会 
 ■ 戦略的な方向性および監督 
 ■ 説明責任と透明性 
 ■ 国連との連携

金融リスク、機会、実社会のアウトカム（成果）を結ぶ架け橋の構築

戦略の推進要因

PRIの実現要因

戦略面のテーマ 2021-24

「責任投資 6原則」と「PRIミッション」を基盤とします。

戦略の概要

2021-24 年の主なイニシアティブ

責任ある 
投資家

1. ファイナンス・リスクおよび機会を評価するための最良慣行の例、エビデンス、ツール、ガイダンスおよび実社会のアウトカムとの関連性を提供

2. スチュワードシップに関する投資家の理解およびアプローチの発展

3. 優先度の高い ESG課題に関する協働エンゲージメントの促進

4. アセット・オーナーに特化したサポートの提供

5. 新興市場における責任投資に関する支援の強化

6. 試験段階後（パイロット版）の、新たな報告および評価プロセスの提供

7. エクセレンスを認識し、学びを支援するリーダーシップ・プログラムの開発

8. 最低要件の拡大

9. より強固な保証手法を模索することによる PRIに報告されるデータの信頼性の向上 

10. PRIアカデミーを通じた投資専門家向け研修の推進

11. 投資家と学術界（アカデミック）とのつながりの強化

すべての人々
のための真の
豊かな世界

18. 複数の市場で、実社会のアウトカムを考慮した投資に関する個別のガイダンスを提供

19. 気候リスクを評価するためのツールやガイダンスの開発

20. 2050 年までにネットゼロとするポートフォリオを整合させるため、署名機関の気候変動対策を支援

21. 人権に関する投資家の理解を深め、国連指導原則および OECD多国籍企業行動指針の組み入れを支援

22. プラネタリー・バウンダリー、インクルーシブな社会、持続可能なパフォーマンスを実現する企業文化に沿った結果の形成や ESGの取り
組み活動を介し、ESGの優先課題に対する投資家の行動を支援

持続可能な 
市場

12. 気候およびその他の優先課題についての政策立案者に対するエンゲージメントの実施

13. 金融政策および規制における ESGの組み入れへの貢献

14. 実社会のアウトカムに向けた投資を支援するために必要な環境と枠組みの構築を支援するための、法律および規制の分析の実施

15. 商品やサービスを投資家顧客のサステナビリティ・ニーズと整合させるため、他の金融市場参加者と連携

16. 投資家および企業のための統一された世界的サステナビリティ報告システムを開発するため、他団体と協働

17. システム上重要な参加者に対するサステナビリティ強化のための介入を定義するため、投資市場構造を分析
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PRIエグゼクティブの支援を受ける
PRIボード（理事会）は、2020 年
を通して、署名機関とのエンゲー
ジメントおよび分析に基づき、こ
の戦略の背景、戦略実行に必要な
実現要因、主要プログラム、主な
戦略的決定、PRIの比較特性を検討
しました。
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署名機関を基盤とする組織として、PRIは、方向性を定めるた
めに署名機関を関与させることに大きな価値を置いています。
したがって、2019 年終盤の署名機関アンケートは、この戦略
の策定にあたり重要な参照事項でした。
 
アンケートでは、署名機関のエンゲージメントが継続して拡
大していること、署名機関は PRIを責任投資慣行に関する知
識の主なソースであると見ていること、気候変動は引き続き
非常に重要な課題であること、ESGデータの標準化の重要性
が高まっていること、署名機関にとって労働権や人権といっ
た社会問題の重要性が高まっていることが明らかになりまし
た。署名機関は、PRIが価値を提供する最も重要な方法は、
ESG課題に関するガイダンスを提供し、責任投資へのコミッ
トメントを示す機会を生み出し、協力のためのフォーラムを
提供することであると述べています。 

私たちは、2020 年 2 月に、ボードメンバーおよび署名機関と
さらなる協議を実施しました。また、世界の投資業界の状況
について、ウィリス・タワーズワトソンに分析を依頼しました。
分析は、持続可能性と気候変動、技術・AI、利益率やコストへ
のさらなる圧力、リスク管理の強化および確定拠出制度の改
革の必要性などの分野において、混乱が加速しているという
特徴的な状況を明らかにしています。

PRIエグゼクティブの支援を受ける PRIボードは、2020 年を
通して、署名機関とのエンゲージメントおよび分析に基づき、
この戦略の背景、戦略実行に必要な実現要因、主要プログラム、
主な戦略的決定、PRIの比較特性を検討しました。主要な戦略
的意思決定についての検討は、署名機関のフォーカス・グルー
プによる支援を受けました。 

PRIは、提案されている新しい 3カ年戦略に関する公式協議を
（定款の定めるところにより）2020 年の 10 月および 11 月に
開催しました。577 の署名機関（署名機関ベースの 16%）が参
加し、回答者は署名機関のタイプ、規模、地理的広がりの観
点で、より広範な署名機関ベースの代表と言えます。

この戦略協議に対するボードの正式な回答は、本戦略とは別
に提供されます。回答は、結果の分析およびボードの協議へ
のインサイトを提供します。署名機関が主に求めているもの
は、持続可能な金融システムに関する PRIミッションに向け
て協働し、PRI原則の実施を継続するうえで、提示された戦
略がどのように役立つかに関するより多くのインサイトです。
そうした詳細を、今回のより包括的な計画の説明で提供しま
す。ボードは、PRIミッションと目的について、署名機関との
対話を継続することにコミットしており、2021 年終盤には、
署名機関との協議を開始する予定です。

PRIのすべての署名機関、ならびにこの戦略プロセスに参加し
てくださったすべての方々に感謝いたします。 

戦略の起源1

https://dwtyzx6upklss.cloudfront.net/Uploads/f/g/m/202004signatorysurveyreport_585222.pdf
https://www.unpri.org/download?ac=11968
https://www.unpri.org/board-response
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PRI、その署名機関およびステークホルダーは、前回の戦略期
間中に多くの成果を上げました。共に達成したことを以下に
記載します。

責任ある投資家 
 ■ 新たな責任投資の入門ガイドシリーズを作成しました。
責任投資とは何か、責任投資はなぜ増加しているのか、
そして責任投資をどのように始めるべきかについて、入
手しやすい手引きを簡単なレポートで提供するものです。

 ■ ヘッジファンド、パッシブ運用戦略、ソブリン債、戦略
的資産配分などのトピックにわたり、詳細なテクニカル・
ガイド、デューデリジェンスのアンケート、ケーススタ
ディを公開しました。

 ■ 運用会社の選定、指名、モニタリングに関する最新のガ
イダンスを発表しました。

 ■ 信用リスクおよび格付けにおける ESGプロジェクトの
フェーズ IIを導入し、発行体、規制当局、コンサルタント、
ESGベンダーに対して、信用リスク分析における ESG要
因について、透明性のある体系的な検討を促進するよう
働きかけました。

 ■ 税金、サイバーセキュリティ、農業サプライチェーンに
おける労働慣行や水リスク、持続可能な森林、パーム油、
メタン、石油、ガスなどのトピックについて、協働エンゲー
ジメントを開始し、取り組みガイドを設定しました。

 ■ アクティブ・オーナーシップ 2.0 プログラムを立ち上げ、
投資家が実社会のアウトカムに焦点を当て、体系的な持
続可能性の課題に優先順位をつけ、システミックな課題
に取り組むための不可欠なツールとして協働体制を活用
する、将来のスチュワードシップの枠組みを設定しまし
た。

 ■ レポーティング・フレームワークを一新し、最低要件を
導入し、リーダーズ・グループおよび PRIアワードを通
じてリーダーシップを認識するようにしました。

持続可能な市場 
 ■ 責任ある投資家への有意義な企業データの提供を促す
ため、グローバル投資家組織委員会（Global Investor 
Organisations Committee）を通じて、CRD（Corporate 
Reporting Dialogue）の進展に貢献し、それを奨励しました。

 ■ EU持続可能な金融のテクニカル・ エキスパート・グルー
プ - タクソノミーに参加し、実施方法に関するガイダンス
およびケーススタディを署名機関に共有しました。

 ■ 米国、欧州連合、英国、中国、日本で、投資家の義務、スチュ
ワードシップ、タクソノミー、情報開示に関するポリシー・
エンゲージメントを行いました。

 ■ 持続可能な投資政策および規制のためのツールキットを
導入しました。

 ■ ESGの組み入れとアウトカムの両方が受託者責任とどの
ように連携するかについてのガイダンスを提供しました。

すべての人々のための真の豊かな世界
 ■ 署名機関が気候を ESGの最重要課題として引き続き特定
し、Climate Action 100+、ネットゼロ・アセット・オー
ナー・アライアンス、避けられない政策対応（IPR）およ
び TCFDガイダンスを通して、気候に関する取り組みを
進展させました。

 ■ 現代奴隷制および投資家が人権を尊重するべき理由およ
びその方法などに関する報告書を通じて、投資家のアジェ
ンダにおける社会課題の重要性を高めました。

 ■ SDGsのレンズを通して投資家がどのように投資できる
かについての新しい枠組みや、他の投資家がどのように
投資しているかについてのケーススタディなどを通じて、
投資家の視点を広げました。

2018-21 戦略に対する私たちの進捗は、ビジョン活動の 9つの
領域と 3つの実現要因（スタッフ、デジタル能力、グローバル・
フットプリント）を網羅する 3カ年の測定により調査しまし
た。戦略の施策は、結果に基づくもので、それは、ミッション・
ベースの変化または私たちが変化を求める影響に焦点が当て
られるということです。ボードは、毎年、ビジョンの優先事
項および戦略施策に対する進捗状況を定性的および定量的に
レビューし、年次報告書で最新情報を公表します。戦略施策は、
インプット、アウトプット、および成果の測定を組み合わせ
た各年度の事業計画用に策定されたマネジメント施策により
支えられています。

2018-21 戦略の最終年の施策に対するパフォーマンスは、2021
年の年次報告で公表される予定です。

これまでの戦略の成果2

https://www.unpri.org/investment-tools/an-introduction-to-responsible-investment
https://www.unpri.org/investment-tools/alternative-investments/hedge-funds
https://www.unpri.org/investment-tools/passive-investments
https://www.unpri.org/investment-tools/fixed-income/sovereign-debt
https://www.unpri.org/investment-tools/asset-owner-resources/strategy-policy-and-strategic-asset-allocation
https://www.unpri.org/investment-tools/asset-owner-resources/strategy-policy-and-strategic-asset-allocation
https://www.unpri.org/investment-tools/asset-owner-resources/manager-selection
https://www.unpri.org/investment-tools/asset-owner-resources/manager-appointment
https://www.unpri.org/investment-tools/asset-owner-resources/manager-monitoring
https://www.unpri.org/investment-tools/fixed-income/credit-risk-and-ratings
https://www.unpri.org/investment-tools/stewardship/collaborative-engagements
https://www.unpri.org/investment-tools/stewardship/collaborative-engagements
https://www.unpri.org/stewardship/active-ownership-20-the-evolution-stewardship-urgently-needs/5124.article
https://www.unpri.org/reporting-and-assessment/reporting-and-assessment-review/5105.article
https://www.unpri.org/reporting-and-assessment/minimum-requirements-for-investor-membership/315.article
https://www.unpri.org/showcasing-leadership/the-pri-leaders-group/4771.article
https://www.unpri.org/showcasing-leadership/winners-of-the-pri-awards-2020/6518.article
https://www.unpri.org/policy/eu-sustainable-finance-taxonomy
https://www.unpri.org/policy/eu-sustainable-finance-taxonomy
https://www.unpri.org/policy/consultations-and-letters
https://www.unpri.org/policy/consultations-and-letters
https://www.unpri.org/policy/regulation-database/policy-and-regulation-toolkit
https://www.unpri.org/policy/fiduciary-duty
https://www.climateaction100.org/
https://www.unpri.org/climate-change/un-convened-net-zero-asset-owner-alliance/5370.article
https://www.unpri.org/climate-change/un-convened-net-zero-asset-owner-alliance/5370.article
https://www.unpri.org/sustainability-issues/climate-change/inevitable-policy-response
https://www.unpri.org/private-equity/tcfd-for-private-equity-general-partners-technical-guide/5546.article
https://www.unpri.org/social-issues/a-blueprint-for-mobilizing-finance-against-slavery-and-trafficking/5156.article
https://www.unpri.org/human-rights-and-labour-standards/why-and-how-investors-should-act-on-human-rights/6636.article
https://www.unpri.org/human-rights-and-labour-standards/why-and-how-investors-should-act-on-human-rights/6636.article
https://www.unpri.org/sustainable-development-goals/investing-with-sdg-outcomes-a-five-part-framework/5895.article
https://www.unpri.org/sustainability-issues/sustainable-development-goals


PRIの戦略的計画 | 2021–24

11

ESGの優先課題3
今回の戦略期間が始まる際には、COVID-19 の感染拡大が経済
や生活を混乱させ、金融市場にボラティリティが生じていま
す。パンデミックは、長期的な環境上の緊急事態および社会
的平等の欠如という状況で発生しました。気候変動、生物多
様性の損失、資源の枯渇は、地球規模で限界に達した、工業
化時代の結果を反映しています。社会的不平等と不安定な労
働は深刻化し、セーフティーネットのキャパシティを超えた
り、壊れたりしています。

各国政府は、こうした危機に対応せざるを得なくなり、その
対応のなかには、さらなる経済混乱を伴うものもあるでしょ
う。政策介入があるという見通しと、景気回復のためには民
間資金が必要であるという認識は、社会における金融市場全
体の位置付けおよび投資家の特定の役割の両方に対する監視
の目が高まっており、期待もこれまで以上に寄せられている
ことを意味します。

今後 3年間の活動を支援するために、PRIは特に 2つの分野に
重点的に取り組んでいきます。

1. 気候変動の緩和：これは、社会が直面する最も差し
迫った実存的な課題です。

2. 人権：個人を危害や差別から守るための直接的な基
盤であると同時に、永続的な社会的平等、安定およ
び生産性のために必要な基盤でもあります。

人権を考慮するという基本に支えられ、社会課題に関する私
たちのプログラムは、ディーセント・ワーク、多様性、公平
性および包括性、そして健康に焦点を当てることになります。
署名機関にとって、社会課題の重要性は増しており、最も力
を注ぐべき分野です。

私たちのガバナンス・プログラムでは、税の公平性、責任あ
る政策エンゲージメント、企業目的、デジタル変革の影響と
いった主要なガバナンス課題との関連を含め、金融市場にお
けるガバナンス・システムの再形成を検討していきます。

環境プログラムでは、気候変動の緩和に加えて、持続可能な
コモディティ、循環性、生物多様性および物理的な気候リス
クも対象とし、次に到来する環境への挑戦の波が金融市場の
慣行と統合される際に、署名機関により深いインサイトと支
援を提供します。

私たちは、これらの環境、社会およびガバナンスの課題につ
いて、その重要性と規模、機関投資家が影響を及ぼす範囲、
ならびに他の組織とのパートナーシップを通じたものを含め
て PRIが価値を付加する機会、という点に基づいて優先順位
を付けました。
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PRIには、同業者やステークホルダーとの差別化につながる、
独自の強みが数多くあります。これらは、今回の戦略期間の
意思決定を誘導する検討事項の1つです。私たち独自の強みは、
設立以来から存在する永続的なものですが、それがもたらす
意義は、状況の変化に応じて変わります。したがって、この
強みは、私たちが他の責任投資組織に対する補完的役割を確
実に果たすうえで特に有用です。 

私たちは、投資家を基盤とする組織です。
PRIは、投資家の、投資家による、投資家のための組織です。
これは私たちが実行するすべてのことの出発点です。PRIの役
割は、PRIミッションに向けた取り組みにおいて、署名機関に
価値を提供するためのツール、指針、最良慣行、およびフレー
ムワークを策定することです。

PRIは、アセット・オーナー、運用会社、サービス・プロバイ
ダのすべてが署名機関になっているため、インベストメント・
チェーンのさまざまなプレーヤを世界規模で協働するという
役割を継続して果たしているという点で独自性があります。
これは、責任投資分野でも稀有ですが、より広範な資産運用
業界においてもなかなか見られないことです。各組織は異な
る義務や権限を持っているかもしれませんが、すべての署名
機関は、6原則という同じ内容にコミットしており、原則 5は
署名機関に対し、「本原則の実行する際の効果を高めるために
協働する」にコミットすることを求めています。

私たちは、原則に基づく、ミッション主導型の機関です。 
私たちのミッションおよび原則の基礎は、より広く影響力を
行使するために必要な妥当性と信頼性を私たちに与えてくれ
ます。PRIの原則は、広範かつ主流であるという魅力を有する
ため、私たちは投資家にとって関連性があり、私たちのミッ
ションは、最終的には受益者の最善の利益のために行動する
投資家の受託者としての義務に基づいています。

私たちは、説明責任を推進する立場にいます。 
原則６は、署名機関は「本原則の実行に関する活動状況や進
捗状況に関して報告する」ことにコミットするとしています。
報告と説明責任の一部の形や形式は、この原則が起草されて
以来、PRIの中心となってきました。レポーティング・フレー
ムワークは、署名機関の責任投資慣行が進展し、その幅と深
さが拡大するにつれ、何度も繰り返し検討されてきました。
最低要件の導入を含む、報告および評価は、署名機関と PRI
の活動に対する信頼性を高めます。署名機関であることは、
報告、共有、進展し、説明責任を負うことにコミットするこ
とです。

私たちの報告データは、責任ある投資慣行に関する独自のグ
ローバル・データベースです。こうした慣行は、PRIのデータ・
ポータルや私たちが作成する報告書や指針で共有されます。

私たちは、国連の支持を受けています。
2005 年初頭、当時のコフィ・アナン国連事務総長は、責任投
資原則を策定するプロセスに参加してもらうよう、世界最大
の機関投資家のグループを招集しました。PRIは設立されて以
来、国連に支えられてきた組織です。私たちの国連との連携は、
多くの市場の署名機関への私たちのメッセージに重みをもた
せ、より多くの政策および意思決定フォーラムへのアクセス
を与えてくれます。ですから、私たちは、気候変動や SDGなど、
国境を越えた問題に対応するため、投資家の声や視点を国連
フォーラムに提示することが可能であり、またその責任も有
しています。

私たちは、責任投資に関するトピックに幅広く対応して
います。
PRIは、署名機関に対し、常に幅広いカバレッジの情報を提
供することを目指してきました。私たちの組織は、環境、社
会、ガバナンスのさまざまな課題、すべての資産クラスにわ
たる責任ある投資慣行、そして公共政策に関する専門知識を
提供するため、また、報告と協働エンゲージメントのプラッ
トフォームとなるために発展してきました。

独自の強み4

https://www.unpri.org/pri/what-are-the-principles-for-responsible-investment
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署名機関の拡大および多様性

PRIの戦略は、グローバルな署名機関ベースの多様性
と規模に対応する必要があります。 
機関投資家は、今後も相当数が署名することが予想
され、本戦略期間の開始時点で 4,000 弱であった署
名機関は、2024 年には 6,000 を超えることが見込ま
れます。

PRIの署名機関は、80 カ国以上に存在します。これ
は、主要な金融センターおよび新興市場、年金、保険、
投資運用会社、サービス提供分野、さまざまなガバ
ナンス体制を形成する一連の規制や市場構造、受益
者と顧客とのさまざまな関係を包含しています。

署名機関の主な多様性トレンドの一部には以下があ
ります。

PRIのアセット・オーナー・コミュニティの拡大
このイニシアティブにおけるアセット・オーナーの
基盤は拡大を続けており、毎年約 100 のさまざまな
タイプおよび規模の新しいアセット・オーナーが署
名しています。PRI設立当初、アセット・オーナー
の約 70%以上は年金基金でした。現在、年金基金は
アセット ・オーナーの約 50%で、その他、保険会社、
政府系ファンド、財団や基金もアセット・オーナー
です。保険会社の合計 AUMは、アセット・オーナー
である署名機関の基盤において最も高くなっていま
す。

新興市場の投資家による PRI賛同の急増
署名機関の基盤はすべての市場で拡大していますが、
新規および新興市場での伸びは特に急速です。例え
ば、中国とブラジル以外のラテンアメリカの成長は
前年比で 100%を超えており、PRIでは、過去 12 か
月で 12 カ国以上の新たな国からの署名機関を迎え入
れました。

異なる規制、市場構造、各地域の責任投資の歴史的
水準を通して、投資家の地理的基盤と焦点は、責任
投資の進展とニーズの多様性の重要な推進要因であ
り続けています。

署名機関の中には複数の責任投資機関のメンバーである組織
も存在しますが、大多数はそうではないため、PRIの署名機
関であることの一環として、この幅広いカバレッジを重視し
ています。そのため、課題が 1つである一部の組織が、その
1つの狭い領域で達成できる専門知識の深さよりも、対象範囲
の広さを優先します。そのかわり、PRIは、他の責任投資組織
の活動を紹介し、活用し、拡大することを支援します。

私たちは、集合的な知識と専門性をもたらします。
PRIは、すべての署名機関、スタッフ、ボードの知識、スキル、
経験を基盤とし、世界中の署名機関ネットワークの最良慣行
を照合、共有、活用します。署名機関の主な慣行は、私たち
の責任投資の指針およびレポーティング・フレームワークの
基盤となっています。PRIエグゼクティブには、責任投資に関
する幅広く深い知識があり、投資実務、ESG課題、公共政策、
広範な市場などを網羅しています。

私たちは、持続可能な金融オペレーション・モデルを有
します。
PRIの収益は、署名機関の年会費と助成金の間でバランスが取
れています。署名機関からの年会費は、私たちが PRIのミッ
ションに沿って活動し、署名機関であることの価値を提供す
るため、継続的にプログラムやプロジェクトを実施してくた
めの資金の中核です。助成金は組織の活動に影響するもので
はなく、私たちの活動を補強するものであり、追加資金として、
特定の分野のさらなる充実を可能にします。

PRIは、投資家の、投資家による、投
資家のための組織です。これは私たち
が実行するすべてのことの出発点です。
PRIの役割は、PRIミッションに向けた
取り組みにおいて、署名機関に価値を
提供するためのツール、指針、最良慣行、
およびフレームワークを策定すること
です。



14

戦略の推進要因5
PRI独自の強みを基に、署名機関および利害関係者の意見を考
慮し、戦略の指針となる次の 3つの戦略的推進要因を特定し
ました。

1.規模の活用
PRIのグローバルな規模は、原則に署名した機関が、現在、
投資業界のメインストリームの全体にわたり代表的な存在と
なっていることを意味します。すべての主要な金融センター
およびその枠を超えた場所でも、熱心に取り組む PRI署名機
関が存在します。この規模は、署名機関をさらに誘致する、
大きな勢い、結集の力、強い発言力をもたらします。グロー
バルであるという私たちの性質は、投資フローがグローバル
である世界において、責任投資の規制に関する最良慣行の共
有を私たちが促し、規制、基準および投資家の報告の整合を
促進する手助けをすることを意味します。

署名機関とのエンゲージメントを深め、グローバルな投資家
間のお互いの関係性を促し、情報共有の機会およびグローバ
ルな観点でのツールやソリューションを提供していきます。グ
ローバル化した投資の性質は、グローバルな対応を必要とす
ることを認識し、グローバルな構造を維持しつつ、特定の地
域では私たちの地域的なプレゼンスを強化していく予定です。

2.多様性への対応
私たちの多様性は、責任投資に対する世界的なコミットメン
トの高まりへの対応を可能にし、市場や署名機関種類を超え
て影響力を拡大し、新たに加盟する署名機関がリーダーから
学ぶことを支援します。市場内については、現地のニーズに
合わせてアプローチを調整することができます。

私たちは、状況や義務に関係なく、あらゆるタイプの署名機
関に開かれた組織として、包括性を維持する選択をしていま
す。このアプローチは、協働の十分な機会、インベストメント・
チェーンにおける整合性の改善、そしてシステミックな課題
に取り組むための手段を生み出します。多様な署名機関への
対応を成功させるためには、多様な対応が求められ、力強い
PRIは、各署名機関がそれぞれの方法で成長することを支援し
ます。個別の資産クラスの入門ガイドや持続可能性の課題に
関するウェビナーに始まり、持続可能なアウトカムを伴う投
資活動を戦略的に整合させるためのツールに至るまで、PRIは
あらゆるタイプの署名機関が PRIの行動に確実に価値を見出
せるようにしています。

3.説明責任の強化
私たちの署名機関が説明責任を向上させることは、世界中の
署名機関の進展を促し、価値を提供するうえでの鍵となりま
す。私たちは、グリーンウォッシュに対応し、署名機関のステー
タスの信頼性を維持することが特に重要であると認識してい
ます。包括性を有する組織として、説明責任を果たすことへ
のコミットメントは、私たちの基準を向上させることを意味
する一方で、遅れを取っている署名機関とエンゲージしてい
くことでもあります。

今回の戦略期間中、私たちは、署名機関に対する最低要件を
引き上げ、必要な水準に到達するまでの時間の短縮に向けた
提案を完成させる予定です。（詳細は 22 ページ参照）また、
報告されたデータの信頼性を高めるため、報告の保証をより
高めるための措置を導入していきます。

リーダーシップの賞賛
署名機関は、リーダーから学ぶ機会、そして各自のエクセレ
ンスを認めてもらうことに価値を見出します。

私たちは、持続可能な金融システムに影響を与え得る投資家
など、次の戦略期間における主導的な投資家を支援し、そう
した投資家に対する認識を高めるとともに、 6 原則の実施に
おいて指導的な行動を示していく予定です。これらの行動は、
ESG課題を投資慣行に体系的に取り込むこと、および実社会
のアウトカムへの貢献を考慮すること、もしくはそのいずれ
かによって示すことができます。私たちは、報告および評価
プロセスを通じて、リーダーシップ行動を把握していきます。

すべての署名機関がリーダーから学ぶことができるよう、指
針、ツール、ケーススタディ、情報セッション、PRIアカデミー
のコンテンツを拡充し、より多くの言語や国で利用できるよ
うにします。

リーダーシップに関する取り組みの詳細については、21 ペー
ジをご確認ください。
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3 カ年戦略の目標
戦略の目標は、PRIミッションおよび戦略に関連する成功の測定です。それは、実社会のアウトカムまたは投資家ベースの結果
であり、達成されれば戦略は成功したということになり、ミッションの実現に貢献します。PRIおよび署名機関だけが、これら
の結果に影響を与える当事者ではないので、私たちは、この結果に貢献することしかできません。しかし、戦略目標は、すべて
のイニシアティブやプロジェクトの意図および焦点、ならびに成功を判断する方法を提供します。 

目標およびイニシアティブ6

責任ある投資家
 ■ 上場株式、債券、プライベート・エクイティ全体にわたり、

ESGの組み入れに関する平均値を前年比で改善します。
 ■ すべての新しいマンデートの選定において、相当数の署名
機関が、特定の持続可能なアウトカムに関連する目標を含
めています。

 ■ 大多数の署名機関が、新しいレポーティング・フレームワー
クのより先進的な「プラス」要素に関する報告で特定された、
先進的な ESGの組み入れの慣行を少なくても 1つは提示し
ます。 

 ■ PRIのアセット・オーナーの上位 50%（AUMで判断）は、
システミックな課題のスチュワードシップにおいて、AUM
（内部または外部）比でリソースを増大させています。

 ■ 直接投資家であるすべての署名機関の大多数が、スチュワー
ドシップ・アプローチを整合させるか、アクティブ・オーナー
シップ 2.0 を採用する、またはその両方を実施します。

 ■ ESGの優先課題に対処する株主決議に賛成する票を、署名
機関の平均を増加させます。

 ■ PRI主導の協働エンゲージメントは、課題別の持続可能な
アウトカムをもたらします。

 ■ 主要な投資コンサルタントの大多数が、気候変動や人権を
明示的に定めたフレームワークを採用します。

 ■ 査読済の学術研究論文や資料の対象範囲を毎年大幅に拡大
させます。

持続可能な市場
 ■ 米国、日本、オーストラリア、カナダ、中国および他の 2
つの新興市場におけるアセット・オーナーおよび運用会社
の ESG組み入れに関する健全な規制基盤の確保に合わせた
分析とアウトリーチを実施します。

 ■ 影響力のある少なくても 2つの金融市場において、実社会
のアウトカムのための投資を可能にする法的枠組みに関す
る提言を行います。

 ■ 15 の主要な年金制度において、インセンティブ、行動、年
金政策の設計を持続可能な金融システムと整合させるため
に、業界や政策立案者の進む道筋を定めます。

 ■ 2 つのサービス・プロバイダー・セグメントは、事業活動
全体で持続可能性を明示的に組み込むことを約束し、PRI
の推奨事項の 50％を満たしていますサービス・プロバイダ・
セグメントの例としては、資産コンサルタント、インデッ
クス・プロバイダ、ESGデータ・プロバイダ、議決権行使
助言会社などがあります。

 ■ 持続可能性に関する報告を世界的に調和させるための基準
設定主体や規制当局の取り組みを支援するため、わかりや
すく一貫性のある投資家の声を集めます。

 ■ 影響力のある 2つの金融市場において、持続可能なアウト
カムに関する投資家の開示を義務づける規制枠組みを確実
に設定するため、分析とアウトリーチを提供します。

相当な割合（>25%）
過半数（>50%）
ほぼすべて（>75%）
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すべての人々のための真の豊かな世界
 ■ パリ協定に沿って、署名機関や主要な投資家グループと協
力しながら、主要な市場における気候政策の変更に関する
一貫した提言を策定します。

 ■ ESG優先課題（気候政策改革に加えて）に関連する実体経
済政策の変更の実施を支援するため、分析とアウトリーチ
を行います。

 ■ PRIの気候指標の結果によると、大多数の署名機関は、気
候リスクへの戦略的な対応を採用しているとされています。

 ■ 相当の割合の署名機関は、PRI主導のネットゼロ・イニシ
アティブなどを通して、投資家・コーポレートアクション
に関するコミットメント（パリ協定および 1.5℃経路に沿う
形）を実行しています。

 ■ 大多数のアセット・オーナーは、投資活動から生じる持続
可能なアウトカムに関する政策を設定する枠組みとして、
国連指導原則および OECD多国籍企業行動指針を利用して
います。 

 ■ PRI署名者の大多数は、PRIガイダンスの SDGの成果を伴
う投資に定義されている持続可能なアウトカムを形成する
エビデンス（PRIへの報告を通じて）を提供しています。 

相当な割合（>25%） 
過半数（>50%）
ほぼすべて（>75%）

https://www.unpri.org/download?ac=10795
https://www.unpri.org/download?ac=10795
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責任ある 
投資家

1. すべての資産クラスにおいて、ファイナンス・リスクおよび機会の評価と実社会のアウトカムとのつ
ながりに関するエビデンス、ツール、ガイダンス、最良慣行の例を提供

2. プロセスよりも結果、相対的なパフォーマンスよりも普遍的な目標を優先するよう、スチュワードシッ
プに対する投資家のアプローチおよび理解を深化

3. 優先度の高い ESG課題に関する協働エンゲージメントの促進

4. アセット・オーナーに特化したサポートの提供

5. 新興市場における責任投資に関する支援の強化

6. パイロット段階に続く新しい報告および評価プロセスを提供し、それが署名機関にとって有用かつ適
切であることを確実にし、肯定的な変化を促進

7. すべての署名機関の学びを支援し、エクセレンスを認識するリーダーシップ・プログラムを開発

8. 最低要件を拡大し、すべての署名機関がそれを満たすことを支援し、満たさない署名機関とのエンゲー
ジメントを実施

9. より強固な保証手法を模索することによる PRIに報告されるデータの信頼性の向上 

10. PRIアカデミーの最新コースを用いて投資専門家向けの研修を推進

11. 学術的な洞察を共有し、協働を推進するため、投資家と学術界のより深い結びつきを支援

すべての人々
のための真の
豊かな世界

18. 複数の市場で、実社会のアウトカムを考慮した投資に関する個別のガイダンスを提供

19. 気候リスクを評価するためのツールやガイダンスの開発

20. 2050 年までにネットゼロとするポートフォリオを整合させるため、署名機関の気候変動対策を支援

21. 人権に関する投資家の理解を深め、国連指導原則および OECD多国籍企業行動指針の投資活動への取
り込みを支援

22. プラネタリー・バウンダリー、インクルーシブな社会、持続可能なパフォーマンスを実現する企業文
化に沿った結果の形成や ESGの取り組み活動を介し、ESGの優先課題に対する投資家の行動を支援

持続可能な 
市場

12. 気候およびその他の優先課題についての政策立案者に対するエンゲージメントの実施

13. 持続可能な金融政策に関する技術的インプットの提供など、中核市場における金融政策および規制に
おいて実施される ESGの取り込みに貢献

14. 実社会のアウトカムに向けた投資を支援するために必要な環境と枠組みの構築を支援するための、法
律および規制の分析の実施

15.
他の金融市場参加者（議決権行使仲介業者、パッシブ・インデックス・プロバイダ、信用格付け会社、
投資コンサルタントなど）と協力し、彼らの商品やサービスが投資家の顧客の持続可能性ニーズに合
致しているかを確認

16.
持続可能なパフォーマンスおよびアウトカムに関する調和された、有意義なデータを普及させるなど、
他組織と協力し、投資家および企業に対し、グローバルで単一の持続可能性のレポーティング・シス
テムを構築

17. システム上重要な参加者に対するサステナビリティ強化のための介入を定義するため、投資市場構造を
分析する

イニシアティブの概要
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1. すべての資産クラスにおいて、ファイナンス・リスクおよび機会の評価と実社会のアウトカムとのつなが
りに関するエビデンス、ツール、ガイダンス、最良慣行の例を提供

私たちは、すべての資産クラス、責任投資の洗練レベルのすべての段階において、実社会のアウトカムとのつながり
に焦点をあて、署名機関を支援します。支援には、投資マンデートに対する指針および ESGの組み入れに関するエ
ビデンス、ツール、ガイダンスなども含め、運用会社の選定、指名、モニタリングがあります。私たちは、署名機関
がインベストメント・チェーンにおいて透明性のある開示を行い、ESGパフォーマンスを監督することについてのガ
イダンスを提供し、それを促します。

行動
資産クラス固有のプログラム

 ■ 上場株式：新しいEU規制（持続可能な活動のためのEUタクソノミーを含む）の実施に向けた継続的な支援を提供。
パリ協定ポートフォリオおよびパッシブ戦略、クオンツ戦略などのトピックに関する主導的な慣行を作成し、共
有します。

 ■ 債券 - ソブリン債、サブ・ソブリン債、仕組み債、信用リスクおよび格付けにおける ESG要素に係るイニシアティ
ブを含む：より持続可能なビジネスモデルや成長モデルへの移行に資金を充当させる方法について、投資家と関
与し、投資家を招集し、投資家の関心を高めます。この活動の根底にある 2つの重要なテーマは、エンゲージメ
ントが欠如している文化およびテーマ型債券とメインストリームの債券間の誤った二分に対処することです。

 ■ プライベート・マーケット - プライベート・エクイティ、インフラ、不動産、ヘッジファンドを含む：気候変動
や人権といった主要な課題に関する投資家の慣行を進展させます。プライベート・マーケットがリスクを評価し、
実社会のアウトカムに貢献できるように、プライベート・マーケットの役割や、プライベート・マーケットがイ
ンベストメント・チェーンの他のプレーヤーとどのように連携しているかという構造的な問題に取り組みます。

すべての資産クラスで、署名機関を支援するためのツール
 ■ PRI報告データからのインサイトを含む、一連の標準化された高品質の指針およびツールの専門的なガイダンス
の開発を継続します。

 ■ 2019 年に公表した責任投資入門シリーズを拡充し、更新します。
 ■ 債券と上場株式から、デュー・ディリジェンス質問の範囲の拡大および更新を開始します。
 ■ 政策、規制、責任ある投資慣行の事例を含むケース・スタディ・シリーズの範囲を拡大および更新します。
 ■ 新興および既存の責任ある投資慣行および業界の課題に関するウェビナを継続して実施します。
 ■ 上場株式、債券、気候などの主要トピックに関する定期的な更新や、選定されたトピックまたは資産クラスへの
より詳細な分析など、PRIレポート・データの概要と分析を作成します。

 ■ 上場株式への ESGの組み込みのためのテクニカル・ガイドと、上場株式の新しいデューデリジェンス質問を再
導入します。

イニシアティブ - 責任ある投資家
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2. スチュワードシップに関する投資家の理解およびアプローチの発展 

持続可能な未来を実現するためには、投資のスチュワードシップが要となります。私たちは、PRIの 「アクティブ・オー
ナーシップ 2.0」 の実施におけるガイド支援など、署名機関が、そのポートフォリオ全体に影響を及ぼし得る持続可能
性の課題に焦点を当てるよう奨励し、これらの課題に対応するために、有意義な投資家の協働を取り纏めていきます。
また、議決権行使システムおよび議決権行使の慣行を改善するよう活動し、スチュワードシップ慣行の範囲を周知す
るためのガイダンスを提供します。

署名機関が、対象を絞った、現地の方法でスチュワードシップの役割を果たしている場合は、議決権やエンゲージメ
ントなど、その効果を高めるためのツールを用いて彼らを支援します。

行動
 ■ 署名機関がどのようにして活動の中でアクティブ・オーナーシップ 2.0 を実現できるかについてのガイダンスを
提供します。これには、ユニバーサル・オーナーシップ、システミックな課題、（スチュワードシップに関連した）
結果、協働、異なるスチュワードシップのツール、さまざまな資産クラスにおけるスチュワードシップの適用方
法が含まれます。

 ■ アクティブ・オーナーシップ 2.0 の各柱の説明を含むケース・スタディ・プログラムを拡充します。
 ■ エンゲージメント・サービス・プロバイダおよび議決権行使エージェンシーを招集し、アクティブ・オーナーシッ
プ 2.0 に整合させるための障壁を理解し、最良慣行に関するガイダンスを提供します。

 ■ さまざまな種類の議決権を網羅することを含め、株主決議における議決権行使に関する更なるガイダンスを提供
します。 

 ■ 議決権を有効に活用するためのガイド（Making voting count guide）や協働プログラム (Acting in concert 
programme)を充実させ、企業とのエンゲージメントが機能していない場合の報告経路を設定します。

 ■ 署名機関自身のスチュワード活動のための実践的なツールやガイダンスを策定し、PRIコラボレーション・プラッ
トフォーム（下記参照）を通じて支援を提供します。

3. 優先度の高い ESG課題に関する協働エンゲージメントの促進

私たちは、パーム油、牛、大豆に関連する森林減少などを対象とする持続可能なコモディティ・エンゲージメントお
よび Climate Acton 100+など、既存の協働エンゲージメントを継続していきます。また、新たに、人権に関する大
規模なエンゲージメントも開始する予定です。

私たちは、責任投資における投資家の協働のための主要なツールとして、 PRIコラボレーション・プラットフォーム
を引き続き支援し、発展させることにより、投資家主導のイニシアティブの促進およびそのイニシアティブでの協働
を可能にします。

行動
 ■ 特に対象を絞った地域的な課題について、企業とのエンゲージメント、株主決議、公式声明、政策エンゲージメ
ントおよび他のイニシアティブなど、署名機関が主導する取り組みを引き続き支援します。

 ■ プラットフォームの機能と使いやすさを改善します。
 ■ 投資家主導のイニシアティブや主な株主決議をこれまで以上に奨励するなど、プラットフォームに関するコンテ
ンツを、署名機関に役立つかたちで共有する努力を強化します。
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5. 新興市場における責任投資に関する支援の強化

新興市場において、地元の投資家の責任投資の慣行を強化し、ESGに焦点を当てた資金のこれらの市場へ流入を推進
することで、新興市場の責任投資の慣行および方針の策定を推進します。

行動
 ■ 各国の投資家にはキャパシティ・ビルディング・ソリューションを、新興市場のアセット・オーナーにはメンタ
リング・プログラムを提供することにより、新興市場における認識を高め、責任ある投資を促進します。

 ■ 新興市場における責任ある投資に対する障壁をより良く理解および対処し、新興市場の状況で ESGを支援する
ことにより、先進市場から新興市場への責任ある投資を支援します。 

 ■ 新興市場で有力なアセット・オーナーの署名機関となれる組織を、グローバルで採用することに注力します。

4. アセット・オーナーに特化したサポートの提供

アセット・オーナーのインベストメント・チェーンにおける各自の特定の役割を支援するためには、ツールや情報が
必要であることを認識し、アセット・オーナーが求めるものに対応するため、エンゲージメント、取り組むべき課題
に基づいた活動（特に気候変動および人権）ならびに投資プロセス（コンサルタントおよびマンデート）など、それ
ぞれのニーズに合った資料を準備します。

行動
 ■ すべての資産クラスにわたり、持続可能な結果も含めた投資マンデートのガイダンスを提供します。
 ■ アセット・オーナーが、人権を組み入れ、国連ビジネスと人権のための指導原則および OECD多国籍企業行動
指針を採用するよう支援します。

 ■ すべてのアセット・オーナーが 1.5℃経路に到達するようエンゲージし、パリ協定に基づくポートフォリオとは
何か、それをどのように構築するかについての説明などを行います。

 ■ ESG課題について、投資コンサルタントに対して、責任ある投資家への期待、枠組みおよびインセンティブを明
確にし、それを推進します。

 ■ より小規模のアセット・オーナーが、ESGの組み入れの標準を高められるように、個々のニーズにあったリソー
スを提供し、支援します。
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7. すべての署名機関の学びを支援し、エクセレンスを認識するリーダーシップ・プログラムを開発

私たちは、リーダーシップの認識および最良慣行事例の共有に関するプログラムを拡充していきます。

行動
 ■ リーダーズ・グループを通じて、責任投資に関して先進的な活動をしている署名機関を紹介し、これら主要な署
名機関が行っている取り組みの傾向を強調します。私たちは、署名機関の報告への対応および評価データを用い
て、責任投資に関して先進的な活動をしている署名機関を特定することを継続します。 

 ■ PRIアワードを通じて、さまざまな規模、専門および進展レベルの署名機関が実施した優れたプロジェクトを個
別に表彰します。アワードを受賞したケースおよび最終選考に残ったすべてのケースのケーススタディは、PRI
のウェブサイトで公表されるため、アワードは署名機関がお互いの成功を学ぶ素晴らしい機会です。

 ■ 新たに注力する点としてリーダーシップの行動を紹介します。責任投資において、リーダーシップを進展させ、
提示している署名機関を支援するため、そうした機関に対して、Climate Action 100+やアセット・オーナー・
アライアンスなどのイニシアティブへの参加を奨励します。人権やその他の優先順位の高い課題にわたり、提供
するイニシアティブの数も拡大していきます。これらのイニシアティブでは、リスク・リターンならびに持続可
能なアウトカムへの貢献について、ESGの課題を取り込みおよび投資先のスチュワードシップに関するリーダー
シップの行動に焦点を当てます。 

リーダーシップ行動
私たちが推奨し、署名機関に提示してもらうよう支援するリーダーシップ行動は以下の通りです。
1. 目的：リーダーは自らの目的を公に表明し、それにコミットし、その目的は PRIミッションに貢献します。
2. 一貫性：リーダーの行動（目的に反する行為を行わないという選択肢も含め）は、構造化され、秩序立ってお
り、適切な技術的プロセスおよびシステムを通じて達成されます。

3. 透明性：リーダーは、進捗や学びについて、公かつ定期的に完全に開示することにコミットします。
4. エンゲージメント：PRIも含め、リーダーは他者と協力することに意欲的です。
5. 責任：リーダーは、自身の行動による結果を理解するよう努め、持続可能な金融システムに向けた進展を示し、

害を最小限に抑えます。

6. パイロット段階に続く新しい報告および評価プロセスを提供し、それが有用かつ適切であることを確実に
し、肯定的な変化を促進

レポーティング・フレームワークをより簡潔かつ容易に使用するための新たなモデルが導入され、リーダーシップの
紹介、説明責任の向上、各市場でのより有意義なデータの取得および SDGに沿った実社会へのインパクトを可能に
するなど、より有用なアウトプットを生み出し、PRIのビジョンに対するコミットメントを支援します。モデルは、
試験段階を経て完成されます。

モデルは次の要素で構成されています。
 ■ プロセスに焦点を当てた、必須かつ評価対象となる選択回答型のコア要素。
 ■ プロセスおよび結果に焦点を当てた、任意かつ評価対象ではない、より先進的な自由回答型のプラス要素。

行動
 ■ 2021 年の試験的フレームワークに関する署名機関からの意見を検討し、2022 年のフレームワークへの適切な変
更を取り込みます。

 ■ 報告されたデータの活用による最良慣行を紹介します。
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8. 最低要件を拡大し、すべての署名機関がそれを満たすことを支援し、満たさない署名機関とのエンゲージ
メントを実施

署名機関のステータスの意義を継続して確保するため、私たちは最低要件を拡大します。

行動
 ■ 求められる標準の拡大（図 1参照）
 ■ 署名機関が最低要件を満たすために現在設定されている 2年の期間を 1年に短縮するという私たちの提案を最終
化します。（図 2参照）

 ■ 最低要件を一定期間にわたり拡大していきます。

上場株式へのエンゲージメントと議決権行使の義務化

公開されているポリシー

責任投資を実施する社内外のスタッフ

責任投資への全体的なアプローチを定める
ポリシー、または環境、社会、ガバナンス
要因に関する正式なガイドライン

AUMの50%以上を対象とするポリシー

上層部による責任投資の監督

責任投資を実施する社内外のスタッフ

上層部による責任投資の監督

AUMの90%以上を対象とするポリシー

責
任
投
資
ポ
リ
シ
ー

検討中の新たな要件現在の要件

+

+

+

+

+

既存の要件

既存の要件

既存の要件

要件追加

要件追加

要件追加

要件追加

要件追加

少なくとも100億米ドルが投資される、またはAUMの10%以上
を占めるすべての資産クラスへのESGの組み込み

報告書の内部検証/報告書のCレベルの承認/一部またはすべ
てのデータの内部監査/一部またはすべてのデータの独立監査

責任投資への全体的なアプローチを定める
ポリシー、または環境、社会、ガバナンス
要因に関する正式なガイドライン

2021 2022 2023

7月 1月～3月 2022年末 1月～3月 2023年中盤

2回目も最低要件を満た
していない署名機関は
除名

最低要件を満たしていな
い署名機関のための1年
間のエンゲージ期間
（2年から短縮）

新たな最低要件に対する
初回の署名機関の報告

新たな最低要件に対す
る第二回目の署名機関
の報告

正式に発表された新たな
最低要件

図 1：最低履行要件の拡大案

図 2：新たな最低要件のタイムライン
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9. より強固な保証手法を模索することによる PRIに報告されるデータの信頼性の向上

PRIの報告データの信頼性を高めるため、基本的な社内統制のメカニズムから第三者機関の保証に至るまで、新しい
一連の方法を探ることで、既存の方法を補完します。このような措置は、PRI透明性報告書（Transparency Report）
やその他の ESG報告書で示された情報収集プロセスの厳格さと頑健性に対する、組織と外部の利害関係者の信頼を
高めることを目的とします。

（新たな最低要件が導入される場合、署名機関は事前に正式な通知を受けます。）

行動
 ■ すべての署名機関に、より強固な内部レビューを行うよう奨励します。
 ■ 内部レビューの基準を高めることを、リーダーとして特定されるための要件の 1つとします。
 ■ 選択された署名機関の報告書について、PRIが取り纏めた保証レビューを導入する方法を検討します。

10. PRIアカデミーの最新コースを用いて投資専門家向けの研修を推進

PRIアカデミーは、責任投資スキルのギャップに対応するため、業界に適した研修をさまざまな言語で投資専門家に
提供します。PRIのユニークな経験、業界のインサイト、PRIアカデミー・コンテンツのデータをさらに活用し、よ
り魅力的で没入型のコースを作成します。 

行動
 ■ PRIコンテンツの専門家と緊密に連携して、アカデミーが提供するものの見直しおよび再設計を行い、より一貫
性のあるコースのポートフォリオを作成し、継続的な学習と進展を促します。

 ■ ユーザー・エクスペリエンスを改善し、PRIのリサーチを応用学習コンテンツへの翻訳を加速し、管理業務を軽
減するため、ITシステムをアップグレードし、統合します。

 ■ 学習体験設計の最新の考え方によるメリットを享受するよう、シミュレーション、演習、ケーススタディをより
活用し、実践者からのコンテンツを増やした没入型かつ魅力的な資料を作成します。

 ■ 優先度の高い ESG課題の実践的な実施と、ESGの取り込みにおける業界の問題点に対処する一連のショート・
コースの開発を対象とします。

11. 学術的な洞察を共有し、協働を推進するため、投資家と学術界のより深い結びつきを支援

PRIは、イベント、オンライン・コラボレーション、メディアおよび学術レビューを通じて、学術界と投資家との結
びつきが生まれることを目指します。

行動
 ■ 博士課程プログラム、学術研究の委託、利害関係者とのデータ共有を通じて、PRI自身の研究のために、学術的
な研究成果を作成し、進展させます。

 ■ アカデミック・ネットワーク・イベント、セミナー・シリーズ、ポッドキャスト、ニュースレターを含む責任あ
る投資戦略において学術的エビデンスを利用することを投資家コミュニティに奨励するために、学術界と投資家
コミュニティを橋渡しするツールとアウトリーチ活動を提供します。
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イニシアティブ - 持続可能な市場

12. 気候およびその他の優先課題についての政策立案者に対するエンゲージメントの実施

持続可能なアウトカムに沿った投資を支援する金融システム全体にわたる行動を奨励するために、政策立案者および
その他の主要な利害関係者を関与させます。

行動
 ■ 避けられない政策対応（IPR）に基づき、主要な市場で、気候政策へのエンゲージメントを行い、パリ協定の実
施において、投資家を主要な声およびパートナーとして確立します。

 ■ パリ協定および 2050 年までのネット・ゼロの実施を推し進めます。これには、排出削減、ディーセント・ワーク、
適応及びレジリエンスを含む持続可能な回復が含まれます。

14. 実社会のアウトカムに向けた投資を支援するために必要な環境と枠組みの構築を支援するための、法律お
よび規制の分析の実施

UNEP FIと協働し、The Generation Foundationの支援を受けながら、既存の法的枠組みが、投資家による持続可能
性への影響の考慮をどの程度可能にするのかを検証します。この作業は、2021 年の調査報告の「インパクトに関す
る法的枠組み（A Legal Framework for Impact）」に基づいて進めていきます。 

行動
 ■ 持続可能な投資およびインパクトに関して政策立案者と連携し、法的分析により、法律面の障壁が、投資の意思
決定において投資家が持続可能なインパクトを取り込もうとすることを制限する場合に、政策変更への提言を提
供します。

 ■ 持続可能性のインパクトを考慮するよう、投資家を支援します。

13. 持続可能な金融政策に関する技術的インプットの提供など、中核市場における金融政策および規制におい
て実施される ESGの組み入れに貢献

私たちは、主要な市場における ESG組み入れに関する署名機関の政策エンゲージメントを支援します。グローバル・
ポリシー・レファレンス・グループ、イベントやウェビナを通じて、PRIの方針を体系的に共有し、フィードバック
を受領します。ESG規制関連のトピックについての規制協議に対応し、ESGの組み入れ、スチュワードシップ、開
示および責任投資の同様の分野に関する金融規制関連のトピックに金融規制当局を積極的にエンゲージし、署名機関
が ESG規制関連のトピックに関する書面に署名するよう促します。

行動
市場特有の活動

 ■ EU: 企業や投資家のための EUタクソノミーと ESG開示に焦点を当て、持続可能な金融行動の首尾一貫した効果
的な実施に引き続き貢献します。

 ■ 英国：英国の金融規制枠組みの改革に関する議論に参加し、主導します。優先順位には、政策の導入およびモニ
タリング（開示、スチュワードシップ）、およびタクソノミーの開発が含まれます。

 ■ 米国：株主権利の保護、発行体に対する ESG開示義務化の促進、受託者が投資行動の一環として ESG要因を考
慮する義務を負うことを明確にする受託者義務の近代化など、米国の金融政策改革に取り組みます。

 ■ 日本：日本の金融規制枠組みの改革に関する議論に参加し、主導します。政策の優先事項には、投資家向け ESG
の開示と規制、スチュワードシップ、コーポレート・ガバナンスが含まれます。

 ■ 多国間の政策：OECD、G7・G20、その他の主要組織と協力し、金融政策と持続可能性の目標を整合させます。
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15.
他の金融市場参加者（議決権行使仲介業者、パッシブ・インデックス・プロバイダ、信用格付け会社、投
資コンサルタントなど）と協力し、彼らの商品やサービスが投資家の顧客の持続可能性ニーズに合致して
いるかを確認

私たちは、サービス・プロバイダを奨励するために彼らと協働し、主要市場におけるサービス・プロバイダの影響力
を活用し、責任投資およびスチュワードシップを推進します。

行動
 ■ 投資家の資本配分におけるインデックス・プロバイダの影響について、インデックス・プロバイダがインデック
ス構築においてどのように ESG要因を考慮しているか、また、持続可能な結果をもたらすと主張するインデッ
クスが、実際にどの程度それを実行しているかを検証します。

 ■ 機関投資家への議決権行使助言の提供におけるシステムや構造上の問題を評価し、その改善策を提案します。こ
れには、委任元と代理人の問題やアドバイザーと受益者の利害の潜在的な対立が含まれます。

17. システム上重要な参加者に対するサステナビリティ強化のための介入を定義するため、投資市場構造を分
析する

重要なシステム主体に関する持続可能な金融システム分析に基づき、市場構造の障壁を指摘し、PRIが進展できる介
入分野を理解するため、中核市場で協働する主要な市場参加者を特定します。

行動
 ■ 新たに生じる政策課題を特定し、規制当局、政策立案者および国際機関などのグループとの関わりについての情
報提供をします。

 ■ 年金制度の設計がどのように持続可能なアウトカムを可能にするか、または妨げているかを特定するために、各
国の国民年金制度を調査します。

16.
持続可能なパフォーマンスおよびアウトカムに関する調和された、有意義なデータを普及させるなど、他
組織と協力し、投資家および企業に対し、グローバルで単一の持続可能性のレポーティング・システムを
構築

私たちは、ESGリスクや機会および財務データに加え、持続可能なアウトカムデータの包含を加速することを含め、
投資家および企業のためのグローバルな持続可能性報告システムの開発に貢献します。これは、PRI独自の報告およ
び評価（資産クラスや優先する ESG課題にわたる）、外部では、規制当局、基準設定機関、ネットゼロ・アセット・オー
ナー・アライアンス、Climate Action 100+、TCFDなどの他の投資家のイニシアティブを含みます。

行動
 ■ 投資家に対する持続可能性の報告における重複およびギャップに対応します。
 ■ 持続可能なパフォーマンスおよびアウトカムに関する調和のとれた、有意義なデータの開発と取り込みを支援し
ます。
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18. 複数の市場で、実社会のアウトカムを考慮した投資に関する個別のガイダンスを提供

私たちは、署名機関に対し、政策および目標の設定、資本配分、スチュワードシップ、政策立案者や利害関係者との
エンゲージメントならびに開示や報告に関するガイダンスを提供することにより、SDGの成果を伴う投資に示された
5つのステップのそれぞれの実施を支援します。SDGは世界人権宣言に基づき、国連気候変動枠組条約を参照してい
るため、私たちは国連パートナーとも協力します。 

行動
 ■ 持続可能なアウトカムへの投資家の貢献について、エビデンス、ツールおよびガイダンスを提供します。 
 ■ すべての資産クラスにわたり、持続可能な結果も含めた投資マンデートのガイダンスを提供します。 
 ■ あらゆる種類のアクティブ・オーナーシップ活動を通じ、それぞれのマンデートの範囲内で、持続可能なアウト
カムを形成するために投資家を支援します。

 ■ 署名機関のポートフォリオや受益者の利益に広く影響を与えるESG課題に焦点を当て、アクティブ・オーナーシッ
プ 2.0 について署名機関に働きかけます。

 ■ 署名機関がそれぞれの活動においてアクティブ・オーナーシップ 2.0 をどのように取り込むかについてのガイダ
ンスを作成し、共有します。

 ■ 金融市場の関係者と協働して、持続可能なアウトカムを損なう、金融システム内の市場構造、行動、慣行および
インセンティブに取り組みます。

 ■ 持続可能なアウトカムに沿った投資を可能にする環境に関する政策立案者とのエンゲージメントを通じて、結果
をシフトさせることを支援します。

 ■ 法的および政策分析ならびに結果のための投資に必要とされる、そういった投資を可能にする枠踏みおよび環境
に貢献し、それを通知します。

 ■ 署名機関がポートフォリオの持続可能性パフォーマンスをよりよく理解し、アウトカムを形成し、改善すること
を支援します。

 ■ 持続可能なパフォーマンスおよびアウトカムに関する調和のとれた、意味のあるデータの開発と取り込みを支援
します。 

 ■ 署名機関がインベストメント・チェーンにおいて透明性のある開示を行い、ESGパフォーマンスを監督すること
についてのガイダンスを提供し、それを促します。

 ■ PRIレポーティング・フレームワークにおける持続可能なアウトカムに関する追加の質問を作成します。 

イニシアティブ - すべての人々のための真の豊かな世界

19. 気候リスクを評価するためのツールやガイダンスの開発

パリ協定に沿って気候変動に対応することは、署名機関の利益です。これがそれぞれの投資活動において何を意味す
るかについての投資家の解釈はさまざまですが、ポートフォリオをリスクから守り、低炭素世界経済への移行の機会
へのエクスポージャーを高めるためには、野心的な行動が必要になります。私たちは、気候変動に関する活動において、
他の主要なパートナー、投資家イニシアティブおよびネットワークと協働します。

行動
 ■ 投資家に対し、 避けられない政策対応（IPR）を含むパリ協定のもとでのコミットメントに沿ったシナリオを用
いて、前向きな分析と戦略的計画策定を行うよう奨励します。

 ■ TCFDへインプットを提供し、署名機関が TCFDに沿った開示をするよう署名機関を支援します。 
 ■ PRIレポーティング・フレームワークの気候指標を TCFDのフレームワークに整合させます。

https://www.unpri.org/sustainable-development-goals/investing-with-sdg-outcomes-a-five-part-framework/5895.article
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22. プラネタリー・バウンダリー、インクルーシブな社会、持続可能なパフォーマンスを実現する企業文化に沿っ
た結果の形成や ESGの組み入れ活動を介し、ESGの優先課題に対する投資家の理解および行動を支援

気候の緩和および人権に関する私たちの活動プログラムに加え、環境、社会、ガバナンスの課題に関するさらなる一
連の優先課題について、署名機関を支援します。（11 ページ参照）それぞれの優先課題に関する変更計画を策定し、
投資慣行、スチュワードシップおよび政策プログラムを通じて、それらの実施に取り組みます。 

行動
 ■ 長期的な世界的トレンドが、近い将来の投資環境をどのように形成するかを示します。
 ■ ケーススタディ、ポッドキャスト、ウェビナ、およびその他の主要チャネルを通じて、優先度の高い ESG課題
に関する主要な投資家の慣行を紹介し、署名機関の活動を支援します。

 ■ 優先度の高い ESG課題に対する責任ある投資家の期待を明確にし、推進します。
 ■ 特定の持続可能性に関する問題について、資産クラスのガイダンスおよびエンゲージメントガイダンスを作成します。
 ■ 署名機関や投資家グループと協議し、主要な市場に対する課題に基づいた政策提言を行います。

21. 人権に関する投資家の理解を深め、国連指導原則および OECD多国籍企業行動指針の投資活動への取り
込みを支援

私たちは、 2020 年の重要な報告書である投資家が人権を尊重するべき理由およびその方法の導入に基づき、国連ビジ
ネスと人権のための指導原則およびOECD多国籍企業行動指針を投資活動に組み込むように、署名機関を支援します。

行動
 ■ 資産クラス全体にわたり、一連のケーススタディおよびガイダンスを提供します。
 ■ 企業との協働エンゲージメントおよびエンゲージメント・プロバイダや議決権代理行使会社との投資家との対話
を行います。 

 ■ 主要な市場および国において、人権に関するデュー・ディリジェンスの法の義務化を推進します。
 ■ 国連指導原則と社会データの整合性を図ります。
 ■ 2023 年までに国連指導原則および OECD多国籍企業行動指針がフレームワークとして採用されるように、アセッ
ト・オーナーとのすべての協議において、人権を体系的に組み込みます。

20. 2050 年までにネットゼロとするポートフォリオを整合させるため、署名機関の気候変動対策を支援

私たちは、パリ協定の実施およびネット・ゼロを 2050 年までに達成すること（排出削減、ディーセント・ワーク、適応、
レジリエンスを組み込んだ持続可能な回復を含む）を推進し、1.5℃経路に到達するためのツールおよびガイダンスを
もって署名機関を支援します。

行動
 ■ UNが招集したネットゼロ・アセット・オーナー・アライアンスを通じて、アセット・オーナーによる断固たる
行動を支援します。

 ■ 2050 年までにネットゼロ、に向けてポートフォリオを調整することについて、投資家を支援するためのガイダ
ンスを提供します。 

 ■ 投資家向けの「The Investor Agenda」の気候変動行動計画へのインプットを行います。
 ■ Climate Acton 100+を通じて、協働エンゲージメントを支援します。 
 ■ 持続可能な活動のための EUタクソノミーを含む主な規制の実施に向けた支援を提供します。
 ■ 持続可能なパフォーマンスおよびアウトカムに関する調和のとれた、意味のあるデータの開発と取り込みを支援します。

https://www.unpri.org/human-rights-and-labour-standards/why-and-how-investors-should-act-on-human-rights/6636.article


28

実現要因7
7.1  署名機関へのサービス

PRIデジタル・トランスフォーメーション・プログラム 
COVID-19 への世界的な対応により、私たちが提供するものや
プロセスをよりデジタルなアプローチに変換する必要性が高
まっています。多くの組織がそうであるように、私たちも対
面での交流やコラボレーションから、さまざまなバーチャル
形式へと方向転換してきました。私たちは、世界全体にわたっ
て成長を続けているため、デジタルで活動することの重要性
はますます高まっています。

それに対応するため、デジタル・ファーストのアプローチを
事業モデルに取り入れ、2020 年代の組織を構築していきます。
私たちのデジタル・トランスフォーメーション・プログラムは、
PRIの良い点を、署名機関や利害関係者に幅広い規模で提供す
ることを目的としています。

バーチャルのフォーラムやイベント、協働エンゲージメント、
オンライン学習やネットワーキングへのアプローチを推進し、
ダイナミックなウェブ発表、ソーシャルメディア、ポッドキャ
スト、ウェビナ、ビデオを通じてコンテンツを多様化します。 

私たちは、署名機関のニーズおよび関心をより深く把握でき
るため、それに応じてリソースを調整し、コンテンツをパー
ソナライズしたりローカライズしたりし、ユーザーのジャー
ニや経験を向上させることができます。

今後 3 年間、このアプローチを継続的に発展させ、私たち
の署名機関との関わりを改善および拡大する新たな技術的ソ
リューションを提供し、それにより内部業務の合理化も可能
にします。

グローバル・プレゼンスの拡大
私たちは、PRIスタッフと各市場の署名機関との距離をこれま
で以上に近づけるため、スタッフの地理的な配置を継続的に
拡大していきます。これは主に、署名機関のニーズを把握し、
対応することを目的としたリレーションシップ・マネジメン
トの役割であり、2021 年時点で存在する 30 名以上から増員
していきます。（別ページ図 3参照）市場の規模や目の前にあ

る課題に応じて ､現地の政策やスチュワードシップ活動およ
び部門横断的な市場のリードという役割が、ますます検討さ
れるようになります。そうした動きに伴い、毎年 3,000 回以上
のマンツーマンのサービス・セッションを署名機関と実施す
る予定です。

重要な金融センターを有する市場および現在遠隔で責任投資
推進のためのサービスを提供している市場、もしくはそのい
ずれか一方の市場で、現地の市場統括者を配置します。これは、
現在16を超える市場に存在する現地のPRIプレゼンスに加え、
イタリア、韓国、インドならびに既存の市場での追加の都市
にも業務を拡大することを意味します。

私たちのスタッフの世界的な配置が拡大すると、それぞれの
言語でやり取りが可能となる署名機関の割合も増えていきま
す。今後も継続して、主には英語でのリソース作成を続けま
すが、翻訳予算の拡大を見込んでおり、フランス語、スペイ
ン語、中国語、日本語、ポルトガル語を優先し、追加の言語
による多くのアウトプットの作成を可能にします。

多様な参加の選択肢 
私たちは、引き続き、投資家が関与するための多様な機会を
提供していきます。アドバイザリー・コミッティおよびワー
キング・グループは、今後も、特別な助言やインプットが必
要な際に稼働しますが、私たちは、情報の共有および慣行、
課題、または対象グループに対する考えを進化させる、大規
模なレファレンス・グループや協働グループなど、より広範
なグループの努力もこれまで以上に招集します。PRIのコラボ
レーション・プラットフォームは、投資家が集まり、変化に
向けて企業や政策立案者と関与する、投資家にとって重要な
場所であり続けます。

一連の優先イニシアティブに用いる広範なツール
私たちは、異なる資産クラスおよび課題にわたり、継続して
ツールやリソースの対象を拡大していき、より多様性に富ん
だ署名機関のさまざまなニーズに、これまで以上に応えてい
きます。
体系的な組み入れに向けて投資家を支援し、達成可能な結果
に対して集合的な行動を促すため、より狭い範囲の一連のイ
ニシアティブに焦点を当てます。
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イベント
署名機関は、署名機関でいることの主なメリットは PRIのイ
ベントであると一貫して述べています。2007 年に設立されて
以降、「PRI in Person（対面で行う PRIの年次総会）」は世界
で最も大規模で知名度のある責任投資のコンファレンスに成
長しました。2019 年の実施では、1,800 を超える参加者が集
まり、署名機関のニーズが多様化していることが認識され、
40 以上のトピックが取り上げられました。 

それ以降、COVID-19 によりウェビナやデジタル・イベントへ
の移行が進むなど、世界は大きく変化しています。他のすべ
てのイベント主催者と同様に、私たちはデジタル・プラット
フォームをより身近に感じるようになっており、2020 年には、
広範囲にわたるウェビナのプログラムに加えて、一連の地域
デジタル・フォーラムも成功裏に終えました。

デジタル・アプローチは、私たちのイベントでリーチできる
範囲を拡大し、例えば、デジタル・フォーラム：EMEAでは、
58 カ国からの参加者が集まりました。 しかし、多くの署名機
関にとって、対面でのコンファレンスに出席することのメリッ
トが、オンラインでは完全には復元できないことを私たちは
認識しています。対面でのイベントが再び現実のものとなっ
たとき、私たちはデジタルと対面の両方の経験を利用して、
署名機関がそれぞれの選択したチャネルを通して交流できる
ようにする予定です。

PRIでは、参加者が対面で参加するだけでなく、デジタルでも
学び、交流し、ネットワークを形成する機会を提供するハイ
ブリッド・イベントを、2022 年以降開催することを検討して
います。これにより、次のことが可能になります。

 ■ すべての参加者に、それぞれのニーズに合う形で、コン
ファレンスの経験を調整する機会を提供

 ■ 特定の場所での開催能力を超えて、コンファレンスの規
模や対象者を拡大し、署名機関ベース全体からのアクセ
スを実現

 ■ 海外出張の必要性を削減し、環境にやさしい、持続可能
な形で、より大規模で影響力のあるイベントを開催

私たちの、より広範なイベント・ブログラムは、デジタル・
ファーストのアプローチを採用し、PRIの組織全体でのデジタ
ル・トランスフォーメーション・プログラムに整合させます。
現地では、コミュニケーションの最適な形が対面である場合
は、対面のイベントも継続して開催しますが、主に注力する
点は、デジタル・イベントの数、範囲、質を今後も向上させ
ていくことです。

しかし、形式に関わらず、私たちの目標は同じです。他者を
関与させる、教育的なイベントの包括的なプログラムを通じ
て最良慣行を紹介し、標準を高めていきます。

図 3：2021 年 3月現在の拠点と対象範囲

スタッフ拠点 担当地域
トロント、モントリオール カナダ
ニューヨーク、サンフランシスコ、シカゴ 米国
サンパウロ ブラジル
メデジン ラテンアメリカ（例　ブラジル）
ストックホルム スウェーデン、ノルウェー
ロンドン
ヨハネスブルグ 中東・アフリカ
アムステルダム オランダ

スタッフ拠点 担当地域
ルクセンブルク ベルギー、ルクセンブルク
パリ フランス
ケルン、ミュンヘン ドイツ、オーストリア
ジュネーヴ スイス､リヒテンシュタイン
マドリード 南欧
東京 日本
シドニー オーストラレーシア
北京 中国
香港 アジア（除く：中国）

スタッフ拠点

英国、アイルランド、フィンランド、デンマーク、アイスランド、CEE、CIS

https://www.unpri.org/news-and-events/past-events/pri-in-person-2019-highlights
https://www.unpri.org/news-and-events/past-events/pri-digital-forums
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7.2  財務

手数料および助成金
PRIの資金は主に署名機関からの手数料で賄われており、こ
れは私たちの通常収入の約 90%を占め、残りが助成金となっ
ています。現在の傾向では、この戦略の過程で、署名機関は
約 6,000 になると見込まれます。これにより、手数料収入は
1700 万ポンドから 2700 万ポンドに増加します。助成金から
の収入もあわせると、収入は 3060 万ポンドに達します。

何年にもわたり、署名機関の拡大により、私たちは手数料の
値上げをインフレの水準のみまでに抑えることが可能でした
が、次回の戦略でも、実質的な手数料の値上げは予定してい
ません。

手数料が主となっているため、私たちは自信を持って計画を
立てることができます。より変動の大きい助成金収入は、特
定の活動分野を加速させ、手数料への圧力を軽減させるのに
役立ちます。今後 3年間で、助成金は約 800 万ポンド、手数
料と助成金合計額の約 10%を見込んでいます。

その他の収入源
 ■ PRIアカデミーは、最近黒字に転じました。PRI自体とは
異なり、PRIアカデミー（総売上約 100 万ポンド）は営
利団体です。剰余分は、教育体験とコンテンツの両方の
改善に再投資されるか、他の作業を加速させるために PRI
事務局に提供されます。

 ■ ネットゼロ・アセット・オーナー・アライアンスも PRI
に含まれています。このイニシアティブは、個別の手数
料で資金を調達しており、プログラムの運営のため、PRI
と UNEP FIの間で配分されています。

 ■ 年次カンファレンスである「PRI in Person」の収益は、
開催場所によって大きく異なり、私たちの通常の活動の
資金として当てにすることはできません。

手数料の PRIの活動への配分方法
署名機関ベースと協議して策定された戦略計画は、財務、監
査およびリスク委員会の支援を受ける PRI理事会が監督する
年間の事業計画および予算に組み込まれ、計画の妥当性と持
続可能性を確保します。

グローバルなオペレーション・モデル、レポーティングの開
発およびプラットフォームの評価やデジタル戦略の開発など
の分野においては、専門家のサポートを受けています。

私たちは、最近、質と有効性を確保するため、業務およびプ
ロセスのレビューを継続的に行う、内部監査機能の外部委託
先を指名しました。

支出の 60%以上は人件費で（すべての内訳は図 4 を参照）、
10%は ITに充てられています。また、ビジョンの分野別の支
出も評価しています。（図 5参照）

図 5：2021 年、22年のビジョン別支出

図 4：2021 年、22年の主要分野別人件費
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PRIのレジリエンス
私たちの計画策定における重要な項目の 1つに、適正な留保
金の維持があります。長期にわたり組織が成長していくにあ
たり、この留保金を積み立てていくために黒字の達成が必要
です。最低留保金は、3か月の支出と設定されています。

私たちの財務面の強みの重要な点として、長期的な計画策定
があり、これが、ネットゼロ・アセット・オーナーアライア
ンスなどの新しいイニシアティブをサポートし、COVID-19 の
パンデミックを切り抜けることを可能にしています。
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7.3  人事
次の戦略期間における人事の優先事項は、継続的な成長と拡
大、世界的な支出の増加、デジタル化の高度化、多様性、公平性、
包括性に焦点を当てること、パンデミック後の職場環境でど
のように活動しているかということを考慮します。スタッフ
は、PRIの実現に向け努力し、それにコミットしており、スタッ
フのエンゲージメントは高水準で維持されています。 

世界的なパンデミックの中で働くことの影響は、人々がいつ、
どこで、どのように働くかという選択において、はるかに高
い柔軟性が求められることを含め、計り知れないものになる
でしょう。これは、成長が持続する期間（図 6参照）および
一層のグローバル化（2020 年 5 月時点で、スタッフの 27%は
すでに英国外に拠点を置いている）と相まって、私たちの活
動方法において変化を必要とします。

私たちは、以下を実施する必要があります。

 ■ リモートでの管理の強化
 ■ 組織間およびチーム内のコミュニケーション慣行の改善
 ■ 協働の方法とタイミングの特定
 ■ 採用やオンボーディングなどの人事プロセスの再編成
 ■ 私たちが認識している、人々が PRIに向けて活動したい
と思う強固で団結する文化の保護

社会的課題を重要視するミッション・ドリブンな組織として、
ミッションに整合させ、より高い生産性や創造性、より良い
意思決定、最終的なパフォーマンスの改善によるメリットを
享受するという両方において、私たちの労働力の包括性およ
び多様性が組織のあるべき姿を反映することは極めて重要で
す。私たちは、私たちの採用および選考慣行、リテンション、
データ・ベンチマーキングおよび文化における多様性、公平
性および包括性の大幅な改善点の特定でのサポートを受ける
ため、外部の専門家を任命します。 

PRIには、スタッフを導き、モチベートし、インスパイアー
する強力な文化があります。それは私たちの人々を結びつけ、
私たちの信念を署名機関に示し、私たちの行動に良い影響を
与えます。また、投資家による投資家のための組織としての
地位を含め、私たちが、ミッション主導であることも確実に
します。本戦略期間は、ミッションにおける私たちの基盤お
よび文化に焦点を当てます。

図 6：2020 年～ 24年 人数の増加
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次の戦略期間に必要な人材を引きつけ、評価し、採用し、雇
用を維持することは、戦略計画を実行する私たちの能力にとっ
て極めて重要です。PRIの成長と認知度の向上に伴い、雇用主
としてのブランドも確立され、従業員の採用に貢献していま
す。PRIは、多くの人々が積極的に関与する、ポジティブな
ミッションを有すると考えられていますが、持続可能な課題
がより主流となるにつれ、私たちの人材において競争が生じ、
スタッフを惹きつけ、維持する能力が低下する可能性があり
ます。サステナビリティに関する専門家への需要が増すにつ
れ、私たちの現在の給与水準の競争力も低くなってきていま
す。報酬に競争力を持たせるために報酬慣行を見直し、従業
員の経験を注視し、私たちが設定した柔軟な働き方の推進の
組み入れおよびオンボーディングの慣行を強化すること、こ
れらはすべて、私たちのポジションを高めてくれます。

徹底した人材育成戦略（組織全体にわたりパフォーマンスを
最適化する計画）を推し進め、既存のスタッフが成長し、発
展する機会を生み出します。それぞれの能力を最大化するこ
とは、署名機関に提供するサービスの改善につながります。 
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Xander den Uyl
ABP、トラスティー
任期は 2021 年まで
オランダ

Renosi Mokate 
政府職員年金基金
（GEPF）、評議員会
議長
任期は 2023 年まで
南アフリカ

Eva Halvarsson
スウェーデンの公
的年金基金（AP2）、
CEO
任期は 2022 年まで
スウェーデン

議長

UNGC（国連グ
ローバル・コン
パクト）

Sanda Ojiambo
国連グローバル・コ
ンパクト CEO 兼エ
グゼクティブ・ディ
レクタ　国連本部
ニューヨーク

Martin Skancke 
PRI議長
任期は 2023 年まで
独立

国連常任顧問

UNEP（国連環
境計画）

Eric Usher
UNEP FIヘッド
スイス

アセット・オーナーが選任したディレクタ 

Angela Emslie
独立メンバー、
HESTAスーパーファ
ンドのインパクト委
員会
任期は 2021 年まで
オーストラリア

Laetitia Tankwe
Ircantec、評議員会
議長のアドバイザー
任期は 2021 年まで
フランス

水野弘道
投資委員会メン
バー、東京大学
任期は 2022 年まで
日本

Tycho Sneyers
LGTキャピタル・
パートナーズ、マネー
ジング・パートナ
任期は 2023 年まで
スイス

非アセット・オーナーが選任したディレクタ

Wendy Cromwell
ウェリントン・マネ
ジメント、副会長
任期は 2021 年まで
米国

Michael Jantzi
サステナリティクス、
CEO
任期は 2022 年まで
オランダ

Sharon Hendricks
CalSTRS、理事会
議長
任期は 2021 年まで
米国

PRIボード

7.4  ガバナンスおよび説明責任
PRI Associationは、PRI Associationの条項（Articles of Association of PRI Association）に定められている通り、 
PRI Associationのボード（理事会）により管理されています。

ボードは、特に以下の点において、PRIの長期的な成功に対し
て共同で責任を負います。

 ■ 戦略、リスク選好、構造の設定
 ■ 戦略の実行を PRI Associationのエグゼクティブ（PRI 

Association Executive（「エグゼクティブ」）に委任
 ■ 戦略に対するエグゼクティブのパフォーマンスの監視
 ■ 署名機関に対する説明責任の遂行
 ■ 関連する利害関係者に対する責任の保有

ボードの構成は以下の通りです。

 ■ 独立議長 1名（署名機関の投票により確定）
 ■ ディレクタ 10 名

 ■ アセット・オーナーである署名機関が選任する 7名
 ■ 運用会社である署名機関が選任する 2名
 ■ サービス・プロバイダである署名機関が選任する 1名

PRIボードへのお問い合わせは、governance@unpri.orgまで
お願いします。

https://d8g8t13e9vf2o.cloudfront.net/Uploads/g/e/r/2016-11-14-Articles-of-Association-of-PRI-Association-.pdf
mailto:governance%40unpri.org?subject=
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リスク8
PRIボードは、PRIのリスクを監視し、監督するための全体的な説明責任を負います。ボードは、財務、監査、リスク委員会の支
援を受けており、財務諸表の信憑性、PRI事務局全体に関わる軽減プロセス、リスク管理およびコンプライアンス管理の有効性、
全般的統制の強固性および妥当性について理事会に保証を提供することを目的としています。

リスクは大まかに戦略リスクと業務リスクに区分されます。

戦略リスクは、PRIミッションに向けて取り組む組織の妥当性または有効性に対するリスクと定義されます。これらは主に、投
資業界や、より広範な政治的、社会的、経済的動向における外部要因に起因します。戦略リスクは、戦略期間の開始時にボード
が協議し、毎年正式なレビューを実施します。 

業務リスクは、ガバナンス、財務、業務および人的資源を含む組織の日常的な業務活動に対するリスクです。業務リスクは、少
なくても四半期に 1度、コンプライアンス報告書と共に、財務、監査およびリスク委員会がレビューし、理事会に報告されます。
各委員会の会合では、毎回、業務リスク 1つについて詳細な確認を行っています。 

リスクは、軽減される可能性を含め、可能性と影響によって評価します。 
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戦略的リスク

リスク 説明 緩和戦略

グリーンウォッシュと 
説明責任 

PRIの署名機関としてのステータスは、フリー
ライダー、実施の欠如、原則とミッションに
対する説明責任の欠如によって、その価値と
意味を失う。 

投資家へのガイダンスとサポートを提供し、
時間をかけて慣行を改善させ、レポーティン
グ・フレームワークを改革し、最低要件を継
続的に進展させる。  

原則とミッション 原則は主にプロセスに基づいており、一方で
ミッションは望ましい結果（持続可能な金融
システム）を明示している。アウトカムと目
的および受託者責任の目的の間での認識され
る内容の分裂というリスク。 

投資目的に基づき、原則とミッションを基に、
投資家に価値を提供するという投資家組織の
フォーカスを維持する。 

規制の相違 異なる見通しと規制による影響を有する政治
体制は、責任投資へのグローバルなアプロー
チおよび統一された規制の進展を損なう。 

グローバルな見通しを、ローカライズした形
で採用する。最良慣行の収集と普及に重点を
置く。 

投資環境の変化 一部の国・地域における確定給付型ファンド
から確定拠出型ファンドへの移行。アクティ
ブ運用からパッシブ運用への移行。受託者責
任、規制当局の役割、その他の投資動向の変
化。 

署名機関とのエンゲージメントを継続し、適
切なリソースおよびガイダンスを作成する。

多様な署名機関の基盤 市場、焦点、視点、専門性、義務、状況、地域、
タイプの面でますます多様化する署名基盤に
対応できない。 

現地市場でプレゼンスと、必要に応じて現地
の組織とのコラボレーション。 
署名機関とのエンゲージメントおよび定期的
な意識調査を行い、組織の対面とデジタルで
の拡張性に関するボードおよびエグゼクティ
ブの関心を高める。 

進化する責任投資の環境 新しい組織または規制により、組織の関連性
が低下する。 

独自の強みに焦点をあて、関連する専門知識
を広める。 

技術開発 ビッグ・データやその他の技術革新が責任投
資や PRIの運営モデルに与える影響を十分に
認識できない。 

対面とデジタルというハイブリッドな活用モ
デルへの移行を進め、より広範なデジタル戦
略を展開する。 

コロナの影響を受ける 
世界での活動 

資金調達、運営、署名機関の価値の提供など、
PRIの活動への COVID-19 およびその影響。 

署名機関とのやり取りを容易にし、署名機関
の価値を提供するため、対面とデジタルとい
うハイブリッドの活動モデルへの移行をます
ます進める。 

機能していない協働 外部の協働パートナーとの効果的な統合また
は提携の欠如。 

ガバナンスや統制を含め、効果的な協働のた
めの独自の強みおよびガイドラインを明確に
するよう徹底する。 



国連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP FI）

UNEP FIは、国連環境計画（UNEP）とグローバル金融部門の独自なパートナーシッ
プです。UNEP FIは、持続可能性と財務パフォーマンスを関連付けて強化するため、
持続可能な発展に関する UNEP FIステートメントの署名機関である 200 以上の金融
機関および様々なパートナー組織と緊密に連携しています。同業者ネットワーク、
調査および研修を通して、UNEP FIは、金融機関業務のあらゆるレベルにおいて、
環境・持続可能性のための最善の慣行の適用を特定、促進、実現するという使命を
果たしています。

詳細についての参照先：www.unepfi.org

PRIは、国連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP 
FI）と国連グローバル・コンパクトと連携した投資家
イニシアティブです。

国連グローバル・コンパクト

国際連合グローバル・コンパクトは、世界各国の企業に対して、それぞれの業務お
よび戦略を、人権、労働、環境および腐敗防止の分野で一般に受け入れられている
10 の原則に従うよう、また、国連の目標および持続可能な発展の目標を支持する行
動を取るよう、呼びかけています。国連グローバル・コンパクトは、責任ある企業
慣行の策定、実施、開示を主導する基盤です。2000 年に始まったこの取り組みは、
企業の持続可能性イニシアティブでは世界最大であり、160か国、8,800を超える企業、
4,000 以上の企業以外の団体、80 以上のローカル・ネットワークが参加しています。

詳細についての参照先：www.unglobalcompact.org

責任投資原則（PRI）

PRIは、6つの責任投資原則を実行に移すため、自らの国際的な署名機関ネットワー
クと連携しています。PRIの目的は、環境、社会、ガバナンス（ESG）課題への投資
の影響を理解し、署名機関が、これらの課題を投資や保有の意思決定に統合するの
を支援することです。PRIは、署名機関およびこれらの署名機関が活動する金融市場
や経済、そして、最終的には、環境および社会全体の長期的な利益につながる行動
をとっています。

6つの責任投資原則は、自主的かつ意欲的な一連の投資原則であり、ESG課題を投
資慣行に組み込むための潜在的な行動のメニューを提供しています。本原則は、投
資家のために投資家により策定されました。本原則を実施していく中で、署名機関は、
より持続可能なグローバル金融システムの開発に貢献しています。

詳細についての参照先：www.unpri.org

http://www.unglobalcompact.org
http://www.unpri.org

